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　紡績工場において使用される巻返機には種々の形式が

あるが，ここに取り上げたのはレイヨン・ナイロン・絹・

カタン糸などを円錐形に巻くに用いられるユニバーサル

ワインダである。このワインダは通常1000～1500rpm

で運転されているが，これを高速化して性能を向上しよ

うとする時糸の張力及び機械部分の運動で問題となる点

について研究した。

　1・糸の張力　このワインダに用いられているti・　．＿ト

テンシヨンデバイスの特性は，一部既に報告した（1）が

其後明かになつた点を合せて総括すると，次のことがい

える。

　張力には周期的にピークがあるが，これはテンシヨン

デバイスの櫛歯状板が振動ナることにより生じる。この

周期は糸速の速い程長くなるが大体において櫛歯状板の

個有振動周期の2倍である。糸速8m／sまでの測定結果

によると張力の平均値は糸速と無鶉係に一定であるが，

ピーク時の張力は糸速の速い程大きい（第1図）。又張力
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ダの高速化に関する研究

　　　　　・糸張が陶値lbm1。糸張力のピーク（盈）

　　　第1図　ゲート・テンシヨンによる糸張力

の変化は砥どかれる側の糸巻の形及び捲き方，テンシヨ

ンデバイスから捲取軸までの経路の長さなどにも関係が

ある。他の報告（2）にあるような糸案内の綾振の影響は

認められなかつた。従来の運転速度では糸速は5m／s以

下であるが，高速化の場合はピーク時に糸が切断するこ

とがある。櫛歯状板の振動は，質量のある板と張力の変

化する糸とからなる振動系の不安定によるもので，これ

についてはなお究研中である。

　2．機械各部の運動　第2図に見るように捲取軸は電

鋤機より摩擦伝導により回転を伝えられ，捲取軸から更

に糸道の綾振機構に動力が伝達されているので，まずこ

の軸の回転速度を測定して見るとほぼ一定で，糸道が綾

振端で方向を変える時も速度の変化はない。次に糸道の

綾振運動速度は1往復を周期とする変化をしており，変

化の形は回転速度により違う。この機械のカム軸への動

力伝達機構によると，カム軸のトルクが増すと減速用小

歯車が変位してベルトと調車間の接触圧が増し滑りを防

ぐが，この時カムの回転速度が遅くなる。かくして糸道
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　　1．原動軸　　2．摩擦円盤　　3．捲取軸　　4．糸道

　　5．テンシヨンデンバイス　6．ほどく糸　7．綾振用カム

　　　　　　第2図　コーン・ワインダー

の往復運動の摩擦及び往復質量が綾振端において方向を

変えるに要する力によりトルクが変わるとカムの速度が

変化し綾振速度が変化する。綾振速度の変化は捲いた糸

層の厚及び糸速に影響を与える。測定した綾振速度と糸

層の厚との関係を計算すると第3図のようになるが，実

際には糸がチーズ面で滑ること及び綾振の往と復で凹凸

が打消されるなどのために巻き上つたものは大体平坦に

なつている。又綾振速度の変化により糸の捲取速度も変

化するが，これは他の原因による糸速の変化（1）に比して

小である。これ等の事から綾振速度の変化は起るが実用

上差支はない。

03 15

％物
％

〃 線

02 、 ’＼ ・〆7’＼ 振

■
亀

1　速
慶

κ 9
）

01 05

、（1
1

1

ノ52乃7卯

0 0
〃o ／52

　　　　　　　　　　　　　　醗搾1立置wm

　　　　　　第3図　綾振速度と糸屠厚き
糸厨はチーズの単位表面籏に巻かれる糸長であらはす

　往復質量の慣性力を機械的強度の上から考えてカムは

2500rpm位まで使用できる。実験室では2300　rpm迄

運転したが異常はなかつた。従つて糸の張力を除き機械

部分だけについては現用の機械で2300rpm位まで速度

を上げても差支ない。（1953．3．26）

　註　（1）荒井：繊維機械学会誌，5（1952）P．167

　　　　　　〃　：　　　　　　〃　　　　　，　5　（1952）　p．700

　　　（2）　F．Nistico：Textile　Research　Journa1

　　　　　（1952）　p．99
qlmillml川1川lll川lllHl川ll川llll川！川川1川IMIIII！1川II川川1川ll川1川川川ll川u川川1川Hll田imlm川田川川lllllll川1川儲階HIIIIIIII川［1川llMIIIIIIM川田1田lll川川1川川ll川HI睡川IIIMII田1田1開川川田川MUII川川llMlt

　　22


